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た。調査は 2003年 10月から 2009年 9月まで，主に本
種の上陸が確認される 11月から翌年 4月にかけて行い，
日毎に個体数をカウントした。個体数の季節変動の推定






























































100km，約 250km，約 500km と多岐にわたり，海域




































































海道 2015）」が策定され，2017年 4月から 2年間計画
でアザラシ類による漁業被害の軽減と，人とアザラシ類
の共存を目的とした管理計画が実施されることになっ
た。
抜海港は，本種にとって安全な避難場所的な役割を
担っており，面積が拡大したことによって，いつでも上
陸可能な好適な休息場所になったと考えられる。そのた
め，抜海港は上陸拠点となり得，抜海港を中心に日本海
側全域を採餌海域として利用するようになったことが推
察される。本研究において，北海道日本海側に来遊して
くる個体の多くにとって抜海港が上陸場として重要であ
るだけでなく，上陸場周辺のみならず日本海側全体が採
餌海域になっているという特殊性を明らかにできた。こ
れは，今後北海道日本海側で本種を管理していく上で，
抜海港が重要であることを示す有用な知見であると考え
られる。
審査報告概要
本論文は，近年北海道日本海側で来遊個体数が急増
し，来遊域が南下・拡大したことで，漁業産業との軋轢
が激化しているゴマフアザラシの生態学的な知見を示す
ため，日本海側における本種の新たな上陸場である稚内
市抜海港の上陸場に着目し，個体数変動，採餌パター
ン，利用海域および繁殖海域を明らかにすることによっ
て，抜海港および周辺海域の利用状況を把握することを
目的として遂行された。本研究の結果から，北海道日本
海側に来遊する本種の多くにとって，抜海港が上陸場と
して重要であること，また，抜海港の上陸場周辺のみな
らず，日本海側全域が採餌海域になっているという特殊
性を明らかにされた。この成果は，漁業被害が深刻化し
ている北海道日本海側において，今後本種を管理してい
く上で，抜海港が重要であることを示す有用な知見とな
る。よって，審査員一同は博士（生物産業学）の学位を
授与する価値があると判断した。
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